
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一部 13:10 ～14:50 
講演 あなたはあなたのままで、大丈夫！ 

～ バスジャック事件に 

遭遇して考えたこと ～ 
 

講師 親の会「ほっとケーキ」 代表 山口 由美子 氏 
 

 

 

 
 

私は、不登校だった子が起こした事件に遭ったことで、不登校の子の生きづらさを感じま
した。我が子も不登校の経験があり、何が 2 人を分けたのかと考え、行きついたのは「居場
所」でした。そこで、仲間と共に、親の会と居場所を開き続けてきました。その場で問われ
たのは、懐深く子どものことを受け入れているかということです。 

 

第二部 15:00 ～15:30 

各機関との交流会 
支援団体ごとにコーナーを設けております。スタッフと直にお話しいただけます。 

 

【参加団体】登校拒否・不登校に学ぶ フレンズネットワークくまもと／熊本「非行」と向き合う親たちの会 雨や

どりの会／思春期の子どもと向き合うおとなたちの会 ひなたぼっこの会／たまな若者サポートステーション／

熊本県北部発達障がい者支援センター ‘わっふる’／熊本県ひきこもり地域支援センター ゆるここ／熊本

県子ども・若者総合相談センター～ここん～ 

Webex参加 

会場参加 

 

会場参加のみ 

＜問い合わせ先＞ 

熊本県子ども・若者総合相談センター ＣＯＣＯＮ 

熊本市東区月出 3丁目 1-120 熊本県精神保健福祉センター2階 

☎096-387-7000（平日 8:30～21:00） ＦＡＸ096-387-8000  

✉kowaka-cocon@wind.ocn.ne.jp 

 

会場参加定員：100名 

オンライン（Webex）参加あり 

申し込み時に、いずれかを選択されてください。 

オンライン(Webex)でご参加いただけるのは、第一

部のみです。会場参加の方のみ、第二部もご参加いた

だけます。 

二男一女の母。1985 年子育てに悩み、塚本達子氏主宰「幼児室」に通う。2000

年西鉄高速バスジャック事件に遭遇し、重傷を負う。事件後、佐賀市内で仲間と

共に、不登校の親の会「ほっとケーキ」や子どもの居場所「ハッピービバーク」を立

ち上げる。2005 年医療少年院にて加害少年と面会。2006 年より、佐賀少年刑

務所にて「被害者の視点に立った教育」の一環として月 1 回講話。2015 年九州

大学大学院統合新領域学府（ユーザー感性学専攻）修士課程修了。 

主催：熊本県／熊本県子ども・若者総合相談センター 

令和 6年 1月 28日（日）  

13：00～ （受付：12:30～） 

荒尾総合文化センター 会議室 1・2 
（熊本県荒尾市荒尾 4186-19） 

日時 

場所 


